
保護者の方にもご協力いただき、インタビュー形式で受験を振り返りました。 

マナビスで頑張った生徒さんの受験生としての姿をご覧ください。 

大原 美愛さん 

  出身高校： 暁（6年制）高校 

 

神戸大学 経済学部 経済学科 

成功した受験戦略 

大学入学の抱負 

話者＆担当アドバイザー 

      村上滉平    

マナビスで始めた受験勉強 

大原さんご家族 

 

ア：美愛さんがきてくれたのは2年生の夏でし
たね。その頃から大学受験は意識していまし
たか？ 

父：本人はどうものんびりしていたので、目
標を決めてもらいたくて親の方からオープン
キャンパスや通う塾を決めておいでと持ち掛
けました。それが8月頃でしたね。 

本：自分の中で受験生としての意識が芽生え
たのは、9月頃でした。元々怠け癖があるのは
わかっていたので、みんなで頑張る集団授業
には不安があり、映像授業もちゃんと受けら
れるか心配でした。マナビスでは授業後にア
ドバイスタイムがあって、怠けていたらバレ
ちゃうので（笑）一生懸命頑張っているうち
にだんだんやる気も出ていました。 

父：学習量を授業コマ数で管理できるのも良
かったと思います。自分の頑張った勉強量が
数字で分かるので、勢いに乗って勉強してい
ましたね。 

ア：確かに入会してすぐからすごく頑張って
いましたね。 

父：トータルで500コマ近い授業を一年半でこ
なせたというのは驚きでした。センター試験
で見せてくれた基礎力はその時期に培ったも
のが大きかったなと思います。 

本：マナビスじゃなかったらできなかったで
す。特に11月ごろは返ってきた模試の成績が
あまりよくなくて、、、 このままじゃまず
いと完全にスイッチを切り替えてハイペース
な学習を心がけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

父：その結果2年生の模試より3年生の模試の
方が結果が良くなって、これはいけるん
じゃ？と親も期待してました。 

母：お友達もたくさん入って喜んで塾にも
通っていましたし、頑張っていました。 

ア：2年生の2月で偏差値56.6だったのに対し
て3年生の5月では68.8まで上がっていました
からね。センター試験の点数に関しては最後
までしっかり上げきることができて本番も
マークミスもなさそうでよかったです。 

母：そのマークミスが凄く怖かったですね。
私はたまたま間違えてしまった問題の部分だ
け目に入ってしまって…、あの数点で落とし
てしまったらどうしようと不安でした。 

ア：私立のセンター利用がしっかりとれたの
で大きなミスがないことがわかって安心でき
ましたね。 

本：それでも私立の一般受験はかなり苦戦し
たので不安でした。受験した手ごたえもあま
り良くなかったので神戸大の対策に一層身が
入りました。 

ア：所謂MARCHの大学なんかは傾向対策が必
須ですが、美愛さんの場合はセンター利用の
方式で受かるだろうとわかっていたので本命
の勉強のために他の対策はちょっと控えても
らっていたのもありますね。結果前期で受
かったので良しとしましょう（笑） 

母：本当にそうです。不安な時、何度アドバ
イザーの方に連絡したことか…本当に助かり
ました。 

ア：とんでもないです。保護者の方にこれだ
け入試に対して関心を持っていただけると
我々も助かります。入試情報や教材などは保
護者の方にもかなりご協力頂きましたので。 

 

 

 

ア：逆にもっとこうしたら良かったな、とい
う反省はありますか？ 

本：もう少し早く受験に取り掛かればよかっ
たというのがあります。過去問に取り掛かっ
たのも3年生の10月くらいでしたが、夏休みに
できればもっと楽だったと思います。 

父：もう一年早くマナビスに入ってたらだい
ぶ違った。早すぎるということはないんだな
というのは今になって特に感じます。 

ア：確かにそうですね。でも時間がなかなか
無い中、頑張って追い上げたことは素晴らし
かったです。 

 

本：大学生ではもう少し人に頼ることを減ら
して自立したいと思います。自分で受験の準
備ができればもっと良かったと思うので。 

父：マナビスでの受験勉強を通して備えて努
力するということを学んでくれたんじゃない
かなと思います。それは将来的にどんなこと
にも役に立つことなのでこれからも頑張って
もらいたいです。 

母：マナビスではとても気長にお世話になっ
たので、恩返しができるように学んだことを
活かして、大学でも頑張ってくれることを期
待しています。 


